
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】　電子内視鏡の操作性をより向上させる。

【解決手段】　電子内視鏡装置２の電子内視鏡１０は、

電波の送信周波数帯域に予め割り当てられた複数のチャ

ネルのうち、使用可能な空きチャネルを検知する第１空

きチャネル検知回路と、第１空きチャネル検知回路の検

知結果に応じて表示を切り替え、使用可否を表示する緑

色ＬＥＤ２１およびアンバー色ＬＥＤ２２とを備える。

第１、第２の周波数帯域に割り当てられた全てのチャネ

ルが使用されていて使用不可の間は、アンバー色ＬＥＤ

２２が点灯する。第２の周波数帯域に空きチャネルがあ

って、その空きチャネルで内視鏡診断を行っている間は

、緑色ＬＥＤ２１が点灯する。第１の周波数帯域に空き

チャネルがあって、その空きチャネルで内視鏡診断を行

っている間は、緑色ＬＥＤ２１およびアンバー色ＬＥＤ

２２の両方が点灯する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 体 腔 内 の 被 観 察 体 像 を 撮 影 す る 撮 像 素 子 に よ り 取 得 さ れ る 内 視 鏡 画 像 を 、 電 波 と し て プ
ロ セ ッ サ 装 置 に 送 信 す る 電 子 内 視 鏡 で あ っ て 、
　 前 記 電 波 の 送 信 周 波 数 帯 域 に 予 め 割 り 当 て ら れ た 複 数 の チ ャ ネ ル の う ち 、 使 用 可 能 な 空
き チ ャ ネ ル を 検 知 す る 空 き チ ャ ネ ル 検 知 手 段 と 、
　 前 記 空 き チ ャ ネ ル 検 知 手 段 の 検 知 結 果 に 応 じ て 表 示 を 切 り 替 え 、 使 用 可 否 を 表 示 す る 表
示 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 電 子 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 空 き チ ャ ネ ル 検 知 手 段 の 検 知 結 果 に 応 じ て 、 前 記 送 信 周 波 数 帯 域 を 自 動 的 に 切 り 替
え る 送 信 周 波 数 帯 域 切 り 替 え 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡
。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 空 き チ ャ ネ ル 検 知 手 段 は 、 チ ャ ネ ル の 割 り 当 て を 要 求 す る チ ャ ネ ル 割 り 当 て 要 求 信
号 、 お よ び 自 ら の チ ャ ネ ル の 使 用 状 況 を 示 す 使 用 状 況 通 知 信 号 を 前 記 プ ロ セ ッ サ 装 置 に 送
信 し 、
　 前 記 チ ャ ネ ル 割 り 当 て 要 求 信 号 を 受 け て 、 前 記 使 用 状 況 通 知 信 号 に よ る チ ャ ネ ル の 使 用
状 況 に 基 づ い て 前 記 プ ロ セ ッ サ 装 置 で 生 成 さ れ る 、 空 き チ ャ ネ ル の 番 号 を 示 す チ ャ ネ ル 番
号 通 知 信 号 を 受 信 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 。
                                                                                
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 体 腔 内 の 被 観 察 体 像 を 撮 影 す る 撮 像 素 子 に よ り 取 得 さ れ る 内 視 鏡 画 像 を 、 電
波 と し て プ ロ セ ッ サ 装 置 に 送 信 す る 電 子 内 視 鏡 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 医 療 分 野 に お い て 、 電 子 内 視 鏡 を 利 用 し た 医 療 診 断 が 盛 ん に 行 わ れ て い る 。
電 子 内 視 鏡 の 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 先 端 に は 、 Ｃ Ｃ Ｄ な ど の 撮 像 素 子 が 内 蔵 さ れ て お
り 、 こ の Ｃ Ｃ Ｄ に よ り 取 得 し た 撮 像 信 号 に 対 し て 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 で 信 号 処 理 を 施 す こ と
で 、 モ ニ タ で 体 腔 内 の 画 像 （ 内 視 鏡 画 像 ） を 観 察 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 普 通 、 電 子 内 視 鏡 と プ ロ セ ッ サ 装 置 と は 、 信 号 ケ ー ブ ル に よ り 接 続 さ れ て い る が 、 信 号
を 変 調 す る 変 調 部 、 お よ び 信 号 を 電 波 で 送 信 す る 送 信 部 を 電 子 内 視 鏡 に 、 電 波 を 受 信 す る
受 信 部 、 お よ び 電 波 を 元 の 信 号 に 復 調 す る 復 調 部 を プ ロ セ ッ サ 装 置 に そ れ ぞ れ 設 け て 、 電
波 に よ っ て 信 号 の 遣 り 取 り を 行 え る よ う に し 、 信 号 ケ ー ブ ル を 取 り 除 い て 電 子 内 視 鏡 の 操
作 性 を 向 上 さ せ た 、 い わ ゆ る ワ イ ヤ レ ス 電 子 内 視 鏡 装 置 も 考 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参
照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ワ イ ヤ レ ス 電 子 内 視 鏡 装 置 は 、 上 述 の 如 く 、 電 子 内 視 鏡 の 使 用 時 に 、 信 号 ケ ー ブ ル に よ
る 操 作 の 制 約 が な く な り 、 操 作 性 が 向 上 す る 。 そ の う え 、 信 号 ケ ー ブ ル を 用 い た 従 来 の 電
子 内 視 鏡 装 置 で は 、 患 者 回 路 と 二 次 回 路 と の 間 で 約 ４ ｋ Ｖ の 絶 縁 耐 圧 を 維 持 す る こ と が 必
須 と な る が 、 ワ イ ヤ レ ス 電 子 内 視 鏡 装 置 で は 、 電 子 内 視 鏡 と プ ロ セ ッ サ 装 置 と の 間 に 信 号
ケ ー ブ ル に よ る 電 気 的 接 続 が 存 在 し な い た め 、 上 記 の よ う に 高 い 絶 縁 耐 圧 を 維 持 す る 構 成
が 不 要 と な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ５ １ ６ １ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 電 子 内 視 鏡 装 置 は 、 例 え ば 病 院 内 の 内 視 鏡 室 を パ ー テ ー シ ョ ン な ど で 仕 切 っ
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た 複 数 の 検 査 室 に そ れ ぞ れ プ ロ セ ッ サ 装 置 を 設 置 し て 、 同 時 に 複 数 の 患 者 の 内 視 鏡 診 断 が
可 能 な よ う に 、 内 視 鏡 室 と い う 空 間 内 に 複 数 台 設 置 さ れ て 使 用 さ れ る こ と が 多 い 。 こ の た
め 、 上 記 の よ う な ワ イ ヤ レ ス 電 子 内 視 鏡 装 置 の 分 野 で は 、 装 置 同 士 の 混 信 を 避 け る 工 夫 が
必 要 で あ る 。 ま た 、 医 療 機 器 の 無 線 伝 送 で 使 用 可 能 な 周 波 数 帯 域 に 制 約 が あ る た め 、 こ の
周 波 数 帯 域 に 対 応 し た 方 式 で 信 号 の 送 受 信 を 行 う 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 さ ら に 、 新 た に 電 子 内 視 鏡 を 追 加 し て 内 視 鏡 診 断 を 行 お う と し た 場 合 、 チ ャ ネ ル が 全 て
使 用 さ れ て い て 使 用 不 可 で あ る の か 、 空 き チ ャ ネ ル が あ っ て 使 用 可 能 で あ る の か を 、 操 作
者 が 即 座 に 判 断 で き る よ う に す る こ と が 、 電 子 内 視 鏡 の 操 作 性 を よ り 向 上 さ せ る う え で 必
要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 操 作 性 を よ り 向 上 さ せ る こ と が で き
る 電 子 内 視 鏡 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 体 腔 内 の 被 観 察 体 像 を 撮 影 す る 撮 像 素 子 に よ り
取 得 さ れ る 内 視 鏡 画 像 を 、 電 波 と し て プ ロ セ ッ サ 装 置 に 送 信 す る 電 子 内 視 鏡 で あ っ て 、 前
記 電 波 の 送 信 周 波 数 帯 域 に 予 め 割 り 当 て ら れ た 複 数 の チ ャ ネ ル の う ち 、 使 用 可 能 な 空 き チ
ャ ネ ル を 検 知 す る 空 き チ ャ ネ ル 検 知 手 段 と 、 前 記 空 き チ ャ ネ ル 検 知 手 段 の 検 知 結 果 に 応 じ
て 表 示 を 切 り 替 え 、 使 用 可 否 を 表 示 す る 表 示 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 な お 、 前 記 空 き チ ャ ネ ル 検 知 手 段 の 検 知 結 果 に 応 じ て 、 前 記 送 信 周 波 数 帯 域 を 自 動 的 に
切 り 替 え る 送 信 周 波 数 帯 域 切 り 替 え 手 段 を 備 え る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 前 記 空 き チ ャ ネ ル 検 知 手 段 は 、 チ ャ ネ ル の 割 り 当 て を 要 求 す る チ ャ ネ ル 割 り 当 て
要 求 信 号 、 お よ び 自 ら の チ ャ ネ ル の 使 用 状 況 を 示 す 使 用 状 況 通 知 信 号 を 前 記 プ ロ セ ッ サ 装
置 に 送 信 し 、 前 記 チ ャ ネ ル 割 り 当 て 要 求 信 号 を 受 け て 、 前 記 使 用 状 況 通 知 信 号 に よ る チ ャ
ネ ル の 使 用 状 況 に 基 づ い て 前 記 プ ロ セ ッ サ 装 置 で 生 成 さ れ る 、 空 き チ ャ ネ ル の 番 号 を 示 す
チ ャ ネ ル 番 号 通 知 信 号 を 受 信 す る こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 電 子 内 視 鏡 に よ れ ば 、 電 波 の 送 信 周 波 数 帯 域 に 予 め 割 り 当 て ら れ た 複 数 の チ ャ
ネ ル の う ち 、 使 用 可 能 な 空 き チ ャ ネ ル を 検 知 す る 空 き チ ャ ネ ル 検 知 手 段 と 、 空 き チ ャ ネ ル
検 知 手 段 の 検 知 結 果 に 応 じ て 表 示 を 切 り 替 え 、 使 用 可 否 を 表 示 す る 表 示 手 段 と を 備 え た の
で 、 新 た に 電 子 内 視 鏡 を 追 加 し て 内 視 鏡 診 断 を 行 お う と し た 場 合 、 使 用 可 否 を 操 作 者 が 即
座 に 判 断 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 電 子 内 視 鏡 の 操 作 性 を よ り 向 上 さ せ る こ と が で
き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に お い て 、 電 子 内 視 鏡 装 置 ２ は 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ 、 お よ び プ ロ セ ッ サ 装 置 １ １ か ら
構 成 さ れ る 。 こ の 電 子 内 視 鏡 装 置 ２ は 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ と プ ロ セ ッ サ 装 置 １ １ と の 信 号 の
遣 り 取 り を 、 予 め 複 数 の チ ャ ネ ル が 割 り 当 て ら れ た 第 １ ま た は 第 ２ の 周 波 数 帯 域 （ 例 え ば
、 １ ． ２ Ｇ Ｈ ｚ ま た は ２ ． ４ Ｇ Ｈ ｚ ） を も つ 電 波 １ ２ に て 行 う 、 い わ ゆ る ワ イ ヤ レ ス 電 子
内 視 鏡 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 電 子 内 視 鏡 １ ０ は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 １ ３ と 、 挿 入 部 １ ３ の 基 端 部 分 に 連 設 さ
れ た 操 作 部 １ ４ と を 備 え て い る 。 挿 入 部 １ ３ の 先 端 に 連 設 さ れ た 先 端 部 １ ３ ａ に は 、 体 腔
内 の 被 観 察 体 像 の 像 光 を 取 り 込 む た め の 対 物 レ ン ズ １ ５ と 、 体 腔 内 の 被 観 察 体 像 を 撮 影 す
る 撮 像 素 子 と し て の Ｃ Ｃ Ｄ １ ６ 、 お よ び 照 射 レ ン ズ １ ７ と 体 腔 内 照 明 用 の Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 （ Ｌ
Ｅ Ｄ ） １ ８ （ と も に 図 ２ 参 照 ） が 内 蔵 さ れ て い る 。 Ｃ Ｃ Ｄ １ ６ に よ り 取 得 さ れ た 体 腔 内 の

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-271433 A 2006.10.12



画 像 は 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ １ に 接 続 さ れ た モ ニ タ １ ９ に 内 視 鏡 画 像 と し て 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 先 端 部 １ ３ ａ の 後 方 に は 、 複 数 の 湾 曲 駒 を 連 結 し た 湾 曲 部 ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。 こ の
湾 曲 部 ２ ０ は 、 操 作 部 １ ４ に 設 け ら れ た ア ン グ ル ノ ブ １ ４ ａ が 操 作 さ れ て 、 挿 入 部 １ ３ 内
に 挿 設 さ れ た ワ イ ヤ が 押 し 引 き さ れ る こ と に よ り 、 上 下 左 右 方 向 に 湾 曲 動 作 し 、 先 端 部 １
３ ａ が 体 腔 内 の 所 望 の 方 向 に 向 け ら れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ア ン グ ル ノ ブ １ ４ ａ の 近 傍 に は 、 緑 色 Ｌ Ｅ Ｄ ２ １ お よ び ア ン バ ー 色 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ２ が 配 置 さ
れ て い る 。 こ れ ら 緑 色 Ｌ Ｅ Ｄ ２ １ お よ び ア ン バ ー 色 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ２ は 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ の 使 用
開 始 時 に 、 後 述 す る 第 １ 空 き チ ャ ネ ル 検 知 回 路 ５ ３ （ 図 ３ 参 照 ） の 検 知 結 果 に 応 じ て 表 示
を 切 り 替 え て 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ の 使 用 可 否 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 具 体 的 に は 、 第 １ 、 第 ２ の 周 波 数 帯 域 に 割 り 当 て ら れ た 全 て の チ ャ ネ ル が 使 用 さ れ て い
て 使 用 不 可 の 間 は 、 ア ン バ ー 色 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ２ が 点 灯 す る 。 一 方 、 第 ２ の 周 波 数 帯 域 に 空 き チ
ャ ネ ル が あ っ て 、 そ の 空 き チ ャ ネ ル で 内 視 鏡 診 断 を 行 っ て い る 間 は 、 緑 色 Ｌ Ｅ Ｄ ２ １ が 点
灯 す る 。 ま た 、 第 １ の 周 波 数 帯 域 に 空 き チ ャ ネ ル が あ っ て 、 そ の 空 き チ ャ ネ ル で 内 視 鏡 診
断 を 行 っ て い る 間 は 、 緑 色 Ｌ Ｅ Ｄ ２ １ お よ び ア ン バ ー 色 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ２ の 両 方 が 点 灯 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 操 作 部 １ ４ の 下 方 に は 、 水 が 貯 留 さ れ る 貯 水 タ ン ク ２ ３ と 、 エ ア ー が 貯 留 さ れ る エ ア ー
ボ ン ベ ２ ４ と が 内 蔵 さ れ た カ ー ト リ ッ ジ ２ ５ が 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ れ ら 貯
水 タ ン ク ２ ３ 、 エ ア ー ボ ン ベ ２ ４ に 貯 留 さ れ た 水 、 エ ア ー は 、 操 作 部 １ ４ の 送 水 ／ 送 気 ボ
タ ン １ ４ ｂ の 操 作 に 連 動 し て 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ 内 部 に 配 設 さ れ た 送 水 パ イ プ 、 送 気 パ イ プ
を 通 っ て 、 先 端 部 １ ３ ａ に 形 成 さ れ た 洗 浄 ノ ズ ル （ 図 示 せ ず ） か ら 対 物 レ ン ズ １ ５ に 向 け
て 噴 射 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 対 物 レ ン ズ １ ５ 表 面 に 付 着 し た 汚 物 な ど の 除 去 や 、 体 腔 内 へ
の 送 気 を 行 う こ と が 可 能 と な っ て い る 。 こ こ で 、 カ ー ト リ ッ ジ ２ ５ は 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ を
使 用 す る 際 に 操 作 者 の 手 の 付 け 根 が 当 接 す る 位 置 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 電 子 内 視 鏡 １ ０
の 操 作 性 を 安 定 化 さ せ る 役 割 も 果 た し て い る 。 な お 、 符 号 ２ ６ は 、 処 置 具 が 挿 通 さ れ る 鉗
子 口 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ に お い て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ は 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ の 全 体 の 動 作 を 統 括 的 に 制 御 す る 。 Ｃ Ｐ
Ｕ ３ ０ に は 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ の 動 作 を 制 御 す る た め の 各 種 プ ロ グ ラ ム や デ ー タ が 記 憶 さ れ
た Ｒ Ｏ Ｍ ３ １ が 接 続 さ れ て い る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ は 、 こ の Ｒ Ｏ Ｍ ３ １ か ら 必 要 な プ ロ グ ラ ム や
デ ー タ を 読 み 出 し 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ の 動 作 制 御 を 行 う 。 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ は 、 第 １ 空 き チ
ャ ネ ル 検 知 回 路 ５ ３ か ら の 検 知 結 果 を 受 け て 、 ス イ ッ チ ３ ２ 、 ３ ３ を オ ン ／ オ フ さ せ る こ
と で 、 前 述 の 緑 色 Ｌ Ｅ Ｄ ２ １ お よ び ア ン バ ー 色 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ２ の 駆 動 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 Ｌ Ｅ Ｄ １ ８ に は 、 駆 動 部 ３ ４ が 接 続 さ れ て い る 。 駆 動 部 ３ ４ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ の 制 御 の 下
に 、 Ｌ Ｅ Ｄ １ ８ を オ ン ／ オ フ 駆 動 さ せ る 。 Ｌ Ｅ Ｄ １ ８ か ら 発 せ ら れ た 光 は 、 照 射 レ ン ズ １
７ を 介 し て 体 腔 内 の 被 観 察 体 に 照 射 さ れ る 。 な お 、 先 端 部 １ ３ ａ で は な く 操 作 部 １ ４ の 内
部 に Ｌ Ｅ Ｄ １ ８ を 配 し 、 ラ イ ト ガ イ ド で 先 端 部 １ ３ ａ に 導 光 す る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 Ｃ Ｃ Ｄ １ ６ は 、 対 物 レ ン ズ １ ５ か ら 入 射 し た 体 腔 内 の 被 観 察 体 像 の 像 光 を 撮 像 面 に 結 像
さ せ 、 各 画 素 か ら こ れ に 応 じ た 撮 像 信 号 を 出 力 す る 。 Ａ Ｆ Ｅ ３ ５ は 、 Ｃ Ｃ Ｄ １ ６ か ら 入 力
さ れ た 撮 像 信 号 に 対 し て 、 相 関 二 重 サ ン プ リ ン グ 、 増 幅 、 お よ び Ａ ／ Ｄ 変 換 を 施 し て 、 撮
像 信 号 を デ ジ タ ル の 画 像 信 号 に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 変 調 部 ３ ６ は 、 Ａ Ｆ Ｅ ３ ５ か ら 出 力 さ れ た デ ジ タ ル の 画 像 信 号 に 対 し て 、 例 え ば デ ジ タ
ル 直 交 変 調 を 施 し て Ｒ Ｆ 信 号 を 生 成 す る 。 送 信 部 ３ ７ は 、 詳 し く は 後 述 す る よ う に 、 ア ン
テ ナ ３ ８ を 介 し て 、 変 調 部 ３ ６ で 生 成 さ れ た Ｒ Ｆ 信 号 を 、 第 １ ま た は 第 ２ の 周 波 数 帯 域 を
も つ 電 波 １ ２ と し て プ ロ セ ッ サ 装 置 １ １ に 送 信 す る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 コ ネ ク タ ３ ９ に は 、 バ ッ テ リ ４ ０ が 接 続 さ れ て い る 。 バ ッ テ リ ４ ０ の 電 力 は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３
０ に よ り 制 御 さ れ る 電 力 供 給 部 ４ １ か ら 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ の 各 部 に 供 給 さ れ る 。 な お 、 図
１ に は 示 し て い な い が 、 操 作 部 １ ４ の 後 部 に は 、 バ ッ テ リ ４ ０ を 収 納 す る バ ッ テ リ 収 納 室
が 設 け ら れ て お り 、 コ ネ ク タ ３ ９ は そ の 内 部 に 配 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ に お い て 、 送 信 部 ３ ７ に は 、 第 １ 周 波 数 帯 域 用 送 信 回 路 ５ ０ 、 第 ２ 周 波 数 帯 域 用 送
信 回 路 ５ １ 、 送 信 周 波 数 帯 域 切 り 替 え 回 路 ５ ２ 、 お よ び 第 １ 空 き チ ャ ネ ル 検 知 回 路 ５ ３ が
設 け ら れ て い る 。 第 １ 周 波 数 帯 域 用 送 信 回 路 ５ ０ 、 お よ び 第 ２ 周 波 数 帯 域 用 送 信 回 路 ５ １
は 、 変 調 部 ３ ６ で 生 成 さ れ た Ｒ Ｆ 信 号 を プ ロ セ ッ サ 装 置 １ １ で 受 信 可 能 な 電 力 レ ベ ル に ま
で 増 幅 す る 電 力 増 幅 器 や 、 電 子 内 視 鏡 装 置 ２ で 採 用 さ れ て い る Ｔ Ｄ Ｍ Ａ （ Time Division 
Multiple Access； 時 分 割 多 重 接 続 ） 方 式 の チ ャ ネ ル バ ー ス ト タ イ ミ ン グ に 合 わ せ て オ ン
／ オ フ 駆 動 す る Ｒ Ｆ － ス イ ッ チ 、 Ｒ Ｆ 信 号 を そ れ ぞ れ の 周 波 数 帯 域 の 電 波 １ ２ と し て ア ン
テ ナ ３ ８ に 給 電 す る サ ー キ ュ レ ー タ な ど か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 送 信 周 波 数 帯 域 切 り 替 え 回 路 ５ ２ は 、 第 １ 周 波 数 帯 域 用 送 信 回 路 ５ ０ 、 お よ び 第 ２ 周 波
数 帯 域 用 送 信 回 路 ５ １ に 接 続 さ れ て お り 、 第 １ 空 き チ ャ ネ ル 検 知 回 路 ５ ３ の 検 知 結 果 に 応
じ て 、 使 用 す る 送 信 回 路 を 自 動 的 に 切 り 替 え る 。 初 期 設 定 で は 、 こ の 送 信 周 波 数 帯 域 切 り
替 え 回 路 ５ ２ に よ り 、 第 ２ 周 波 数 帯 域 用 送 信 回 路 ５ １ が 選 択 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 １ 空 き チ ャ ネ ル 検 知 回 路 ５ ３ は 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ の 使 用 開 始 時 （ 電 子 内 視 鏡 １ ０ の 電
源 が オ ン さ れ た と き ） に 、 チ ャ ネ ル の 割 り 当 て を 要 求 す る チ ャ ネ ル 割 り 当 て 要 求 信 号 Ｓ ａ
を 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ １ の 第 ２ 空 き チ ャ ネ ル 検 知 回 路 ７ ３ （ 図 ５ 参 照 ） に 送 信 す る 。 ま た
、 自 ら の チ ャ ネ ル の 使 用 状 況 を 示 す 使 用 状 況 通 知 信 号 Ｓ ｂ を 、 第 ２ 空 き チ ャ ネ ル 検 知 回 路
７ ３ に 送 信 す る 。 さ ら に 、 空 き チ ャ ネ ル の 番 号 を 示 す チ ャ ネ ル 番 号 通 知 信 号 Ｓ ｃ を 、 第 ２
空 き チ ャ ネ ル 検 知 回 路 ７ ３ か ら 受 信 す る 。 第 １ 空 き チ ャ ネ ル 検 知 回 路 ５ ３ は 、 こ の チ ャ ネ
ル 番 号 通 知 信 号 Ｓ ｃ に よ る 空 き チ ャ ネ ル の 検 知 結 果 を 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ お よ び 送 信 周 波 数 帯 域
切 り 替 え 回 路 ５ ２ に 送 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ４ に お い て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ６ ０ は 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ １ の 全 体 の 動 作 を 統 括 的 に 制 御 す る 。
Ｃ Ｐ Ｕ ６ ０ に は 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ １ の 動 作 を 制 御 す る た め の 各 種 プ ロ グ ラ ム や デ ー タ が
記 憶 さ れ た Ｒ Ｏ Ｍ ６ １ が 接 続 さ れ て い る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ６ ０ は 、 こ の Ｒ Ｏ Ｍ ６ １ か ら 必 要 な プ ロ
グ ラ ム や デ ー タ を 読 み 出 し 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ １ の 動 作 制 御 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ア ン テ ナ ６ ２ は 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ か ら の 電 波 １ ２ を 受 信 す る 。 受 信 部 ６ ３ は 、 詳 し く は
後 述 す る よ う に 、 ア ン テ ナ ６ ２ で 受 信 さ れ た 電 波 １ ２ 、 す な わ ち Ｒ Ｆ 信 号 を 増 幅 す る 。 復
調 部 ６ ４ は 、 Ｒ Ｆ 信 号 に 対 し て 、 例 え ば デ ジ タ ル 直 交 検 波 を 施 し て 、 Ｒ Ｆ 信 号 を 電 子 内 視
鏡 １ ０ で 変 調 さ れ る 前 の 画 像 信 号 に 復 調 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 同 期 分 離 部 ６ ５ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ６ ０ の 制 御 の 下 に 、 復 調 部 ６ ４ で 復 調 さ れ た 画 像 信 号 か ら 、
振 幅 分 離 に よ っ て 同 期 信 号 を 分 離 し 、  続 い て 周 波 数 分 離 に よ り 水 平 同 期 信 号 と 垂 直 同 期
信 号 と を 分 離 す る 。 ビ デ オ 信 号 処 理 部 ６ ６ は 、 画 像 信 号 か ら デ ジ タ ル の ビ デ オ 信 号 を 生 成
す る 。 画 像 処 理 部 ６ ７ は 、 ビ デ オ 信 号 処 理 部 ６ ６ で 生 成 さ れ た ビ デ オ 信 号 に 対 し て 、 マ ス
ク 生 成 や キ ャ ラ ク タ 情 報 付 加 な ど の 各 種 画 像 処 理 を 施 す 。 バ ッ フ ァ ６ ８ は 、 画 像 処 理 部 ６
７ で 各 種 画 像 処 理 が 施 さ れ 、 モ ニ タ １ ９ に 内 視 鏡 画 像 と し て 表 示 さ れ る ビ デ オ 信 号 を 一 旦
格 納 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ５ に お い て 、 受 信 部 ６ ３ に は 、 第 １ 周 波 数 帯 域 用 受 信 回 路 ７ ０ 、 第 ２ 周 波 数 帯 域 用 受
信 回 路 ７ １ 、 受 信 周 波 数 帯 域 切 り 替 え 回 路 ７ ２ 、 お よ び 第 ２ 空 き チ ャ ネ ル 検 知 回 路 ７ ３ が
設 け ら れ て い る 。 第 １ 周 波 数 帯 域 用 受 信 回 路 ７ ０ 、 お よ び 第 ２ 周 波 数 帯 域 用 受 信 回 路 ７ １

10

20

30

40

50

(5) JP 2006-271433 A 2006.10.12



は 、 ア ン テ ナ ６ ２ で 受 信 さ れ た 電 波 を 供 給 す る サ ー キ ュ レ ー タ や 、 Ｒ Ｆ － ス イ ッ チ 、 Ｒ Ｆ
信 号 を 増 幅 す る 低 雑 音 増 幅 器 な ど か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 受 信 周 波 数 帯 域 切 り 替 え 回 路 ７ ２ は 、 第 １ 周 波 数 帯 域 用 受 信 回 路 ７ ０ 、 お よ び 第 ２ 周 波
数 帯 域 用 受 信 回 路 ７ １ に 接 続 さ れ て お り 、 第 ２ 空 き チ ャ ネ ル 検 知 回 路 ７ ３ の 検 知 結 果 に 応
じ て 、 使 用 す る 受 信 回 路 を 自 動 的 に 切 り 替 え る 。 電 子 内 視 鏡 １ ０ と 同 様 に 、 初 期 設 定 で は
、 こ の 受 信 周 波 数 帯 域 切 り 替 え 回 路 ７ ２ に よ り 、 第 ２ 周 波 数 帯 域 用 受 信 回 路 ７ １ が 選 択 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 ２ 空 き チ ャ ネ ル 検 知 回 路 ７ ３ は 、 第 １ 空 き チ ャ ネ ル 検 知 回 路 ５ ３ か ら の チ ャ ネ ル 割 り
当 て 要 求 信 号 Ｓ ａ を 受 け て 、 使 用 状 況 通 知 信 号 Ｓ ｂ に よ る チ ャ ネ ル の 使 用 状 況 に 基 づ い て
、 空 き チ ャ ネ ル の 番 号 を 示 す チ ャ ネ ル 番 号 通 知 信 号 Ｓ ｃ を 、 第 １ 空 き チ ャ ネ ル 検 知 回 路 ５
３ に 送 信 す る 。 第 ２ 空 き チ ャ ネ ル 検 知 回 路 ７ ３ は 、 チ ャ ネ ル 番 号 通 知 信 号 Ｓ ｃ に よ る 空 き
チ ャ ネ ル の 検 知 結 果 を 、 Ｃ Ｐ Ｕ ６ ０ お よ び 受 信 周 波 数 帯 域 切 り 替 え 回 路 ７ ２ に 送 信 す る 。
な お 、 こ れ ら の 信 号 Ｓ ａ ～ Ｓ ｃ の 遣 り 取 り は 、 第 １ 、 第 ２ の 各 周 波 数 帯 域 に 割 り 当 て ら れ
た チ ャ ネ ル と は 別 の チ ャ ネ ル （ ０ チ ャ ネ ル ） を 用 い て 行 わ れ る 。 特 に 、 使 用 状 況 通 知 信 号
Ｓ ｂ は 、 一 定 の 時 間 間 隔 で 第 １ 空 き チ ャ ネ ル 検 知 回 路 ５ ３ か ら 発 せ ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 電 子 内 視 鏡 装 置 ２ で 体 腔 内 の 被 観 察 体 を 観 察 す る 際 に は 、 挿 入 部
１ ３ を 体 腔 内 に 挿 入 し て 、 Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 １ ８ を オ ン し て 体 腔 内 を 照 明 し な が ら 、 Ｃ Ｃ Ｄ １ ６
に よ る 内 視 鏡 画 像 を モ ニ タ １ ９ で 観 察 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の と き 、 対 物 レ ン ズ １ ５ か ら 入 射 し た 体 腔 内 の 被 観 察 体 像 の 像 光 は 、 Ｃ Ｃ Ｄ １ ６ の 撮
像 面 に 結 像 さ れ 、 Ｃ Ｃ Ｄ １ ６ か ら 撮 像 信 号 が 出 力 さ れ る 。 Ｃ Ｃ Ｄ １ ６ か ら 出 力 さ れ た 撮 像
信 号 は 、 Ａ Ｆ Ｅ ３ ５ で 相 関 二 重 サ ン プ リ ン グ 、 増 幅 、 お よ び Ａ ／ Ｄ 変 換 が 施 さ れ 、 デ ジ タ
ル の 画 像 信 号 に 変 換 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 Ａ Ｆ Ｅ ３ ５ か ら 出 力 さ れ た デ ジ タ ル の 画 像 信 号 は 、 変 調 部 ３ ６ で デ ジ タ ル 直 交 変 調 が 施
さ れ 、 Ｒ Ｆ 信 号 が 生 成 さ れ る 。 Ｒ Ｆ 信 号 は 、 送 信 部 ３ ７ で 増 幅 さ れ 、 ア ン テ ナ ３ ８ か ら 電
波 １ ２ と し て 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 一 方 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ １ で は 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ の ア ン テ ナ ３ ８ か ら 送 信 さ れ た 電 波 １
２ が ア ン テ ナ ６ ２ で 受 信 さ れ る と 、 こ の 電 波 １ ２ 、 す な わ ち Ｒ Ｆ 信 号 が 受 信 部 ６ ３ で 増 幅
さ れ る 。 復 調 部 ６ ４ で は 、 受 信 部 ６ ３ で 増 幅 さ れ た Ｒ Ｆ 信 号 に デ ジ タ ル 直 交 検 波 が 施 さ れ
、 電 子 内 視 鏡 １ ０ で 変 調 さ れ る 前 の 画 像 信 号 が 復 調 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 復 調 部 ６ ４ で 復 調 さ れ た 画 像 信 号 は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ６ ０ の 制 御 の 下 に 、 同 期 分 離 部 ６ ５ で 同 期
分 離 が 施 さ れ 、 ビ デ オ 信 号 処 理 部 ６ ６ で デ ジ タ ル の ビ デ オ 信 号 と し て 出 力 さ れ る 。 ビ デ オ
信 号 処 理 部 ６ ６ で 出 力 さ れ た ビ デ オ 信 号 は 、 画 像 処 理 部 ６ ７ で 各 種 画 像 処 理 が 施 さ れ 、 バ
ッ フ ァ ６ ８ に 一 旦 格 納 さ れ て 、 モ ニ タ １ ９ に 内 視 鏡 画 像 と し て 表 示 さ れ る 。 以 上 の よ う に
し て 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ と プ ロ セ ッ サ 装 置 １ １ と の 間 で 、 電 波 １ ２ に よ り 信 号 が 送 受 信 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 下 、 図 ６ ～ 図 ８ を 参 照 し て 、 上 記 構 成 を 有 す る 電 子 内 視 鏡 装 置 ２ の チ ャ ネ ル 割 り 当 て
の 処 理 手 順 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 こ こ で は 、 第 １ 、 第 ２ 周 波 数 帯 域 用 送 信 回 路 ５ ０ 、
５ １ 、 お よ び 第 １ 、 第 ２ 周 波 数 帯 域 用 送 信 回 路 ７ ０ 、 ７ １ に は 、 ５ 個 の チ ャ ネ ル （ チ ャ ネ
ル １ ～ ５ ） が 割 り 当 て ら れ て い る も の と し て 説 明 を 行 う が 、 チ ャ ネ ル 数 は こ れ に 限 定 さ れ
る こ と な く 、 使 用 可 能 な 周 波 数 帯 域 や チ ャ ネ ル の バ ン ド 幅 に 応 じ て 適 宜 変 更 さ れ る 。 ま た
、 第 １ 、 第 ２ の 周 波 数 帯 域 を 逓 倍 波 の 関 係 と す る こ と で 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ お よ び プ ロ セ ッ
サ 装 置 １ １ は 、 複 数 の 周 波 数 帯 域 の 電 波 １ ２ の 送 受 信 を そ れ ぞ れ 唯 一 の ア ン テ ナ ３ ８ 、 ６
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３ で 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 い ま 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 室 ８ ０ は 、 パ ー テ ー シ ョ ン な ど で 仕 切 ら れ た 複 数 の 検
査 室 ８ ０ ａ ～ ８ ０ ｅ に 分 か れ て お り 、 各 検 査 室 ８ ０ ａ ～ ８ ０ ｅ 内 に は 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ ａ
～ １ ０ ｅ 、 お よ び プ ロ セ ッ サ 装 置 １ １ ａ ～ １ １ ｅ か ら な る 計 ５ 台 の 電 子 内 視 鏡 装 置 ２ ａ ～
２ ｅ が 設 置 さ れ て い る 。 電 子 内 視 鏡 装 置 ２ ａ ～ ２ ｄ ま で は 使 用 状 態 で あ り 、 第 ２ の 周 波 数
帯 域 の チ ャ ネ ル １ ～ ４ は 既 に 使 用 さ れ て い て 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ ｅ を プ ロ セ ッ サ 装 置 １ １ ｅ
に 無 線 接 続 し て 内 視 鏡 診 断 を 行 お う と し た 場 合 を 考 え る 。 な お 、 以 下 の 説 明 で は 、 電 子 内
視 鏡 装 置 ２ ａ ～ ２ ｅ の 各 部 を 記 載 す る 際 に は 、 便 宜 上 、 符 号 の 数 字 の 後 に ａ ～ ｅ を つ け て
区 別 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ ｅ の 電 源 が オ ン さ れ る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ ｅ の 制 御 の 下
に 、 ス イ ッ チ ３ ３ が オ ン さ れ て ア ン バ ー 色 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ２ が 点 灯 さ れ る 。 そ し て 、 電 子 内 視 鏡
１ ０ ｅ の 第 １ 空 き チ ャ ネ ル 検 知 回 路 ５ ３ ｅ か ら 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ １ ｅ の 第 ２ 空 き チ ャ ネ
ル 検 知 回 路 ７ ３ ｅ に チ ャ ネ ル 割 り 当 て 要 求 信 号 Ｓ ａ が 送 信 さ れ 、 待 機 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 第 ２ 空 き チ ャ ネ ル 検 知 回 路 ７ ３ ｅ か ら の チ ャ ネ ル 番 号 通 知 信 号 Ｓ ｃ が 、 第 １ 空 き チ ャ ネ
ル 検 知 回 路 ５ ３ ｅ で 受 信 さ れ る と 、 チ ャ ネ ル 番 号 通 知 信 号 Ｓ ｃ に よ る 空 き チ ャ ネ ル 検 知 結
果 （ こ の 場 合 は 第 ２ の 周 波 数 帯 域 の チ ャ ネ ル ５ ） が Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ ｅ お よ び 送 信 周 波 数 帯 域 切
り 替 え 回 路 ５ ２ ｅ に 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 空 き チ ャ ネ ル が 第 ２ の 周 波 数 帯 域 に 割 り 当 て ら れ た も の で あ っ た 場 合 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ ｅ の
制 御 の 下 に 、 ス イ ッ チ ３ ３ が オ フ さ れ て ア ン バ ー 色 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ２ が 消 灯 さ れ 、 ス イ ッ チ ３ ２
が オ ン さ れ て 緑 色 Ｌ Ｅ Ｄ ２ １ が 点 灯 さ れ る 。 そ し て 、 送 信 周 波 数 帯 域 切 り 替 え 回 路 ５ ２ ｅ
は 作 動 さ れ ず 、 初 期 設 定 の 第 ２ 周 波 数 帯 域 用 送 信 回 路 ５ １ ｅ の ま ま で 、 検 知 さ れ た 空 き チ
ャ ネ ル 、 つ ま り 第 ２ の 周 波 数 帯 域 の チ ャ ネ ル ５ が 使 用 さ れ て 内 視 鏡 診 断 が 開 始 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 述 の よ う に 、 第 ２ の 周 波 数 帯 域 に は チ ャ ネ ル １ ～ ５ が 割 り 当 て ら れ て お り 、 第 ２ の 周
波 数 帯 域 で は ５ 台 の 電 子 内 視 鏡 １ ０ ａ ～ １ ０ ｅ を 同 時 に 使 用 す る こ と が 可 能 と な っ て い る
。 こ れ に 対 し て 、 ５ 台 目 の 電 子 内 視 鏡 １ ０ ｅ が 第 ２ の 周 波 数 帯 域 の チ ャ ネ ル ５ で 使 用 さ れ
て い て 、 ６ 台 目 の 電 子 内 視 鏡 １ ０ ｆ を 使 用 す る 場 合 な ど 、 第 ２ の 周 波 数 帯 域 に 空 き チ ャ ネ
ル が な い 場 合 に は 、 第 ２ 空 き チ ャ ネ ル 検 知 回 路 ７ ３ ｅ か ら の チ ャ ネ ル 番 号 通 知 信 号 Ｓ ｃ が
、 第 １ 空 き チ ャ ネ ル 検 知 回 路 ５ ３ ｅ で 受 信 さ れ る と 、 チ ャ ネ ル 番 号 通 知 信 号 Ｓ ｃ に よ る 空
き チ ャ ネ ル 検 知 結 果 （ こ の 場 合 は 第 １ の 周 波 数 帯 域 の チ ャ ネ ル １ ） が Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ ｅ お よ び
送 信 周 波 数 帯 域 切 り 替 え 回 路 ５ ２ ｅ に 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 上 記 の よ う に 、 空 き チ ャ ネ ル が 第 １ の 周 波 数 帯 域 に 割 り 当 て ら れ た も の で あ っ た 場 合 、
送 信 周 波 数 帯 域 切 り 替 え 回 路 ５ ２ ｅ に よ り 、 第 ２ 周 波 数 帯 域 用 送 信 回 路 ５ １ ｅ か ら 第 １ 周
波 数 帯 域 用 送 信 回 路 ５ ０ ｅ に 送 信 回 路 が 切 り 替 え ら れ 、 検 知 さ れ た 空 き チ ャ ネ ル 、 つ ま り
第 １ の 周 波 数 帯 域 の チ ャ ネ ル １ が 使 用 さ れ て 内 視 鏡 診 断 が 開 始 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 一 方 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ １ ｅ で は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 電 源 の 投 入 と と も に 電 子 内 視 鏡
１ ０ ａ ～ １ ０ ｄ の 第 １ 空 き チ ャ ネ ル 検 知 回 路 ５ ３ ａ ～ ５ ３ ｄ か ら 一 定 時 間 間 隔 で 送 信 さ れ
る 使 用 状 況 通 知 信 号 Ｓ ｂ が 、 第 ２ 空 き チ ャ ネ ル 検 知 回 路 ７ ３ ｅ で 受 信 さ れ る 。 こ の 状 態 で
、 第 １ 空 き チ ャ ネ ル 検 知 回 路 ５ ３ ｅ か ら の チ ャ ネ ル 割 り 当 て 要 求 信 号 Ｓ ａ が 受 信 さ れ る と
、 第 ２ 空 き チ ャ ネ ル 検 知 回 路 ７ ３ ｅ で は 、 使 用 状 況 通 知 信 号 Ｓ ｂ に よ る チ ャ ネ ル の 使 用 状
況 に 基 づ い て 、 第 ２ の 周 波 数 帯 域 で 空 き チ ャ ネ ル が チ ェ ッ ク さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 第 ２ の 周 波 数 帯 域 で 空 き チ ャ ネ ル が あ っ た 場 合 、 第 ２ 空 き チ ャ ネ ル 検 知 回 路 ７ ３ ｅ か ら
第 １ 空 き チ ャ ネ ル 検 知 回 路 ５ ３ ｅ に 、 空 き チ ャ ネ ル の 検 知 結 果 に 応 じ た チ ャ ネ ル 番 号 通 知
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信 号 Ｓ ｃ （ 第 ２ の 周 波 数 帯 域 の チ ャ ネ ル ５ が 空 い て い る 旨 を 通 知 す る 信 号 ） が 送 信 さ れ る
。 こ の と き 、 受 信 周 波 数 帯 域 切 り 替 え 回 路 ７ ２ は 作 動 さ れ ず 、 初 期 設 定 の 第 ２ 周 波 数 帯 域
用 受 信 回 路 ７ １ ｅ の ま ま で 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ １ ｅ は 、 検 知 さ れ た 空 き チ ャ ネ ル で 電 子 内
視 鏡 １ ０ ｅ か ら の 電 波 １ ２ ｅ の 受 信 を 待 機 す る 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 対 し て 、 ５ 台 目 の 電 子 内 視 鏡 １ ０ ｅ が 第 ２ の 周 波 数 帯 域 の チ ャ ネ ル ５ で 使 用 さ れ て い て
、 ６ 台 目 の 電 子 内 視 鏡 １ ０ ｆ を 使 用 す る 場 合 に は 、 第 ２ の 周 波 数 帯 域 に 空 き チ ャ ネ ル が な
い た め 、 第 ２ 空 き チ ャ ネ ル 検 知 回 路 ７ ３ ｅ で は 、 使 用 状 況 通 知 信 号 Ｓ ｂ に よ る チ ャ ネ ル の
使 用 状 況 に 基 づ い て 、 第 １ の 周 波 数 帯 域 で 空 き チ ャ ネ ル が チ ェ ッ ク さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 第 １ の 周 波 数 帯 域 で 空 き チ ャ ネ ル が あ っ た 場 合 、 第 ２ 空 き チ ャ ネ ル 検 知 回 路 ７ ３ ｅ か ら
第 １ 空 き チ ャ ネ ル 検 知 回 路 ５ ３ ｅ に 、 空 き チ ャ ネ ル の 検 知 結 果 に 応 じ た チ ャ ネ ル 番 号 通 知
信 号 Ｓ ｃ （ 第 １ の 周 波 数 帯 域 の チ ャ ネ ル １ が 空 い て い る 旨 を 通 知 す る 信 号 ） が 送 信 さ れ る
。 こ の と き 、 受 信 周 波 数 帯 域 切 り 替 え 回 路 ７ ２ ｅ に よ り 、 第 ２ 周 波 数 帯 域 用 受 信 回 路 ７ １
ｅ か ら 第 １ 周 波 数 帯 域 用 受 信 回 路 ７ ０ ｅ に 受 信 回 路 が 切 り 替 え ら れ 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ １
ｅ は 、 検 知 さ れ た 空 き チ ャ ネ ル 、 つ ま り 第 １ の 周 波 数 帯 域 の チ ャ ネ ル １ で 電 子 内 視 鏡 １ ０
ｅ か ら の 電 波 １ ２ ｅ の 受 信 を 待 機 す る 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 第 １ の 周 波 数 帯 域 に も 空 き チ ャ ネ ル が な か っ た 場 合 に は 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ １ ｅ は 、 再
び 使 用 状 況 通 知 信 号 Ｓ ｃ を 受 信 す る 状 態 に 戻 る 。 そ し て 、 使 用 し て い る 何 れ か の 電 子 内 視
鏡 の 検 査 が 終 了 し 、 そ の 電 子 内 視 鏡 の 電 源 が オ フ さ れ る と 、 そ の 電 子 内 視 鏡 が 使 用 し て い
た チ ャ ネ ル が 空 く こ と と な り 、 そ の 旨 を 表 す 使 用 状 況 通 知 信 号 Ｓ ｂ が プ ロ セ ッ サ 装 置 １ １
ｅ で 受 信 さ れ て 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ ｅ か ら の チ ャ ネ ル 割 り 当 て 要 求 信 号 Ｓ ａ に 対 し て 、 空 い
た チ ャ ネ ル の 番 号 を 表 す チ ャ ネ ル 番 号 通 知 信 号 Ｓ ｃ が 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ １ ｅ か ら 電 子 内
視 鏡 １ ０ ｅ に 送 信 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 以 上 詳 細 に 説 明 し た よ う に 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ は 、 電 波 の 送 信 周 波 数 帯 域 に 予 め 割 り 当 て
ら れ た 複 数 の チ ャ ネ ル の う ち 、 使 用 可 能 な 空 き チ ャ ネ ル を 検 知 す る 第 １ 空 き チ ャ ネ ル 検 知
回 路 ５ ３ と 、 第 １ 空 き チ ャ ネ ル 検 知 回 路 ５ ３ の 検 知 結 果 に 応 じ て 表 示 を 切 り 替 え 、 使 用 可
否 を 表 示 す る 緑 色 Ｌ Ｅ Ｄ ２ １ お よ び ア ン バ ー 色 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ２ と を 備 え た の で 、 新 た に 電 子 内
視 鏡 を 追 加 し て 内 視 鏡 診 断 を 行 お う と し た 場 合 、 使 用 可 否 を 操 作 者 が 即 座 に 判 断 す る こ と
が で き る 。 し た が っ て 、 電 子 内 視 鏡 の 操 作 性 を よ り 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 な お 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ の 使 用 可 否 を 表 示 す る 表 示 手 段 と し て 、 緑 色
Ｌ Ｅ Ｄ ２ １ お よ び ア ン バ ー 色 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ２ を 挙 げ て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ ず
、 例 え ば 、 液 晶 モ ニ タ に メ ッ セ ー ジ を 表 示 し て も よ い し 、 ビ ー プ 音 な ど の 音 声 に よ り 使 用
可 否 を 報 せ る よ う に し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
【 図 １ 】 電 子 内 視 鏡 装 置 の 構 成 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 電 子 内 視 鏡 の 内 部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 送 信 部 の 内 部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 プ ロ セ ッ サ 装 置 の 内 部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 受 信 部 の 内 部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 内 視 鏡 室 内 に ５ 台 の 電 子 内 視 鏡 装 置 が 設 置 さ れ た 様 子 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 電 子 内 視 鏡 に お け る チ ャ ネ ル 割 り 当 て の 処 理 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ８ 】 プ ロ セ ッ サ 装 置 に お け る チ ャ ネ ル 割 り 当 て の 処 理 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】

10

20

30

40

50

(8) JP 2006-271433 A 2006.10.12



　 ２ 　 電 子 内 視 鏡 装 置
　 １ ０ 　 電 子 内 視 鏡
　 １ １ 　 プ ロ セ ッ サ 装 置
　 １ ２ 　 電 波
　 １ ６ 　 Ｃ Ｃ Ｄ
　 １ ９ 　 モ ニ タ
　 ２ １ 　 緑 色 Ｌ Ｅ Ｄ
　 ２ ２ 　 ア ン バ ー 色 Ｌ Ｅ Ｄ
　 ３ ０ 　 Ｃ Ｐ Ｕ
　 ３ ２ 、 ３ ３ 　 ス イ ッ チ
　 ３ ７ 　 送 信 部
　 ５ ２ 　 送 信 周 波 数 帯 域 切 り 替 え 回 路
　 ５ ３ 　 第 １ 空 き チ ャ ネ ル 検 知 回 路
　 ６ ０ 　 Ｃ Ｐ Ｕ
　 ６ ３ 　 受 信 部
　 ７ ２ 　 受 信 周 波 数 帯 域 切 り 替 え 回 路
　 ７ ３ 　 第 ２ 空 き チ ャ ネ ル 検 知 回 路
　 Ｓ ａ 　 チ ャ ネ ル 割 り 当 て 要 求 信 号
　 Ｓ ｂ 　 使 用 状 況 通 知 信 号
　 Ｓ ｃ 　 チ ャ ネ ル 番 号 通 知 信 号
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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要解决的问题：进一步提高电子内窥镜的可操作性。 电子内窥镜装置
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信道， 设有绿色LED 21和琥珀色LED 22，其根据第一空闲信道检测电
路的检测结果和显示可用性来切换显示。 当分配给第一和第二频段的所
有频道都在使用中且不可用时，琥珀色LED 22点亮。 在第二频带中存在
空通道，并且在对该空通道执行内窥镜诊断时，绿色LED 21点亮。 绿色
LED 21和琥珀色LED 22都亮起，同时在第一频带中有一个空通道，并且
正在对该空通道执行内窥镜诊断。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/e8abbe49-d28a-47f8-a117-d03beb71032e
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/037206764/publication/JP2006271433A?q=JP2006271433A

